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株式会社タイムドメインラボは、タイムドメインコンセプトに基づいた小型アンプ SQA-130 を

発売します。

タイムドメインコンセプトで重要になる「時間的ひずみ」は「直線ひずみ（周波数特性）」や「非

直線ひずみ（主に高調波ひずみ）」などと違って補正や補償ができません。

この「時間的ひずみ」はほとんどが電気ー機械系で生じる現象です。たとえばアンプ内部に信号

が流れると各素子が振動し、それらの素子から出た振動が、さまざまな経路や大きさや周波数で

複雑に筐体を伝わり、瞬時に断面や端面あるいは継ぎ目や床に到達します。そして、それらの場

所からの反作用が、時間差を持ちながらさまざまな大きさや周波数で元の信号に短時間に入力さ

れます。この、元の信号に対して非常に短い時間で入力される数多くの反作用の成分が音を濁し

ていたのです。

SQA-130 のアルミブロックから削り出したボディでは、

i-SIDE（アイサイド）の 3 ピース構造を一から見直し、さら

に継ぎ目の少ない2 ピース構造を実現しました。また、ボディ

内部は可能な限り一定の厚みにならないように削り出すこと

で、アルミニウムの固有振動を防止する設計となっています。

これらの工夫によって元の信号を汚す要素を排除しながら、

シンプルな外観を生み出しています。

SQA-130



その他の特徴
■デュアル・モノ コンストラクション

アンプ基板は同じ構造のモノラル基板が左右それぞれのチャンネルに使われています。これは片方

のチャンネルで発生した「時間的ひずみ」が、反対側のチャンネルに影響を及ぼさないようにする

ためです。また1つの基板をより小さくできるので、「時間的ひずみ」に対してより有利に働きます。

■大容量電源アダプター

コンパクトな本体を実現するため、電源はアダプター構成になっています。

そこには Yoshii9 でも使われていた大容量トランスを採用。超低音再生に

必要な大電流を安定的に供給します。

さらに大型コンデンサーやブリッジダイオードを搭載した基板は、タイム

ドメインコンセプトを取り入れた「一点支持方式」で筐体に取り付けられ

ています。

主な仕様
定格出力：5Ｗ+5Ｗ

入力：1系統（RCAピンジャック）

カラー：ノーブルシルバー、ランプブラック

寸法：96W×44H×130D mm（突起部含む）

重さ：約 680g（本体）

付属品：電源アダプター

価格
ノーブルシルバー　SQA-130（S）（JAN4562486580064）：62,000 円（税込）

ランプブラック　SQA-130（B）（JAN4562486580125）：65,000 円（税込）

タイムドメインコンセプトとは
周波数領域・音量だけでなく、時間領域・波形をも深く探求するアプローチです。

従来、オーディオ製品は、主として周波数特性で評価され、大口径スピーカー等による大音量が追

及される傾向にありました。しかしながら、非線形の系を介して、非定常信号を取り扱うオーディ

オにおいては、周波数応答の考え方だけでは不十分です。さらに、量と質とは根本的に異なる尺度

であって、質の追及には必ずしも量がともなわなくても構いません。

このように時間領域に深く切り込み、そして徹底的に原波形の忠実再生を図ろうとするのがタイム

ドメインコンセプトなのです。

〒569-0825　大阪府高槻市栄町 1丁目 25 番 11 号

ご不明な点は ( 株 ) タイムドメインラボにお問い合わせください。

電話：072-697-0150　　　FAX：072-697-0151　　　Ｅメール：support@timedomain-lab.co.jp

http://www.timedomain-lab.co.jp/


